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「
届
け
！

新
型
コ
ロ
ナ
平
癒
の
祈
り
」

増

山

雄

三

江

戸

時

代

か

ら

薬

問

屋

が

軒

を

連

ね

、

今

で

も

多

く

の

製

薬

会

社

の

本

社

が

あ

る

、

大

阪

市

中

央

区

の

「

道

修

町

（

ど

し

ょ

う

ま

ち

）
」

に

は

、

薬

の

神

様

を

祀

っ

て

い

る

「

少

彦

名

神

社

（

す

く

な

ひ

こ

な

じ

ん

じ

ゃ

）
」

が

あ

る

。

私

が

天

王

寺

師

範

付

属

小

学

校

六

年

の

時

、

社

会

見

学

の

一

環

と

し

て

、

こ

こ

か

ら

通

学

し

て

い

た

ク

ラ

ス

メ

ー

ト

の

案

内

で

、

担

任

の

斉

藤

先

生

に

連

れ

ら

れ

訪

れ

た

事

が

あ

る

が

、

今

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

収

束

が

見

通

せ

な

い

な

か

で

、

「

コ

ロ

ナ

ウ

ィ

ル

ス

退

散

」

を

祈

る

神

社

と

、

ワ

ク

チ

ン

開

発

に

取

組

む

企

業

の

あ

る

「

薬

の

町

」

を

、

久

し

ぶ

り

に

訪

ね

た

。

道

修

町

は

、

江

戸

初

期

に

堺

の

商

人

だ

っ

た

小

西

吉

右

衛

門

が

薬

種

屋

を

開

き

、

次

第

に

薬

種

業

者

が

増

え

て

い

っ

た

が

、

現

在

は

、

東

は

東

横

堀

川

を

挟

ん

で

東

高

麗

橋

に

接

す

る

一

丁

目

か

ら

、

西

は

西

横
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堀

川

跡

の

阪

神

高

速

環

状

線

を

挟

ん

で

西

区

京

町

掘

り

と

接

す

る

四

丁

目

ま

で

、

東

西

約

一

㌔

の

道

修

町

通

沿

い

に

、

武

田

・

塩

野

義

・

田

辺

三

菱

・

大

日

本

住

友

・

小

野

・

小

林

と

続

く

、

多

く

の

製

薬

会

社

の

本

社

や

本

店

ビ

ル

が

立

ち

並

ん

で

い

る

。

旧

小

西

家

住

宅

な

ど

、

昔

な

が

ら

の

店

構

え

の

商

家

も

残

っ

て

い

て

、

登

録

有

形

文

化

財

や

重

要

文

化

財

に

も

登

録

さ

れ

て

い

る

が

、

少

彦

名

神

社

は

、

一

七

八

○

年

に

、

薬

の

安

全

と

薬

業

の

繁

栄

を

願

い

、

少

彦

名

命

と

神

農

災

帝

を

祀

っ

た

事

が

、

そ

の

起

源

と

な

っ

て

い

る

神

社

だ

。

別

所

賢

一

宮

司

に

よ

る

と

、

緊

急

事

態

宣

言

発

令

中

に

激

減

し

て

い

た

参

拝

者

が

増

え

始

め

た

と

い

う

が

、

そ

れ

以

上

に

増

え

て

い

る

の

が

、

お

守

り

等

の

授

与

品

を

郵

送

し

て

ほ

し

い

と

い

う

依

頼

で

、

参

拝

に

来

ら

れ

な

い

人

達

か

ら

送

ら

れ

て

く

る

現

金

書

留

が

、

今

年

は

既

に

千

通

を

超

え

て

い

る

と

い

う

。

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

に

伴

い

、

病

気

平

癒

の

祈

祷

依

頼

も

増

加

し

て

い

る

が

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

場

合

は

、

何

の

病

気

な

の

か

を

は

っ

き

り

言

わ

な

い

人

が
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多

い

の

で

、

さ

り

げ

な

く

、

「

も

し

か

し

て

、

例

の

件

で

す

か

？
」

と

聞

い

て

か

ら

祈

祷

し

て

い

る

と

い

う

が

、

祈

祷

し

て

何

日

か

す

る

と

、

「

治

療

し

ま

し

た

と

い

う

感

謝

の

手

紙

を

い

た

だ

く

の

で

す

」

と

、

嬉

し

そ

う

に

別

所

宮

司

は

話

す

。

大

阪

で

は

、

江

戸

時

代

末

期

の

一

八

二

二

年

に

コ

レ

ラ

が

流

行

し

、

こ

の

時

、

「

虎

頭

殺

鬼

雄

黄

圓

」

と

い

う

丸

薬

が

作

ら

れ

、

張

子

の

虎

の

御

守

り

と

一

緒

に

収

め

ら

れ

た

と

い

う

が

、

こ

れ

が

神

農

祭

の

始

ま

り

に

な

っ

た

と

い

う

が

、

社

務

所

の

三

階

に

あ

る

「

く

す

り

の

道

修

町

資

料

館

」

の

前

に

は

、

こ

の

神

社

で

疫

病

退

散

の

象

徴

と

な

っ

た

、

勇

壮

な

姿

で

吠

え

る

大

き

な

石

造

り

の

「

虎

」

が

飾

っ

て

あ

る

。

今

年

は

、

神

社

が

で

き

て

二

百

四

十

年

の

節

目

の

年

だ

が

、

宮

司

は

十

一

月

の

神

農

祭

を

中

止

せ

ず

、

実

施

の

た

め

の

準

備

を

し

て

い

る

が

、

お

守

り

や

祈

祷

で

病

気

が

治

る

訳

で

は

な

い

が

、

「

神

仏

に

向

き

合

う

事

で

、

手

洗

い

な

ど

の

予

防

を

心

が

け

る

よ

う

に

な

る

人

が

増

え

る

の

で

は

」

と

宮

司

は

い

う

。

そ

れ

で

も

、

こ

の

所

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

勢

い

は

世
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界

的

に

も

留

ま

る

と

こ

ろ

を

知

ら

な

い

が

、

そ

れ

は

そ

れ

と

し

て

、

と

り

あ

え

ず

、

憎

き

コ

ロ

ナ

の

収

束

を

願

っ

て

、

道

修

町

の

少

彦

名

神

社

に

神

頼

み

を

し

に

で

か

け

れ

ば

、

き

っ

と

、

な

に

か

の

「

効

能

と

御

利

益

」

が

あ

る

か

も

し

れ

な

い

。

令

和

二

年

九

月


